
第３回　河川保全利用委員会（琵琶湖河川事務所）
　　　　タイムスケジュール【現地調査】
　　　　　　　　　　　　［平成１７年１月１９日（水）１３：００～１７：２０］

番号 場　所 内　容

① 13:00 ＪＲ守山駅集合・出発

移動中にｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ場、河畔林

② 13:05 ～ 13:20 野洲川公園（立入地区） ・野洲川概要説明

（高水敷駐車場9.0k付近） ・低水敷植生状況

・多自然護岸（緩傾斜）

～ 移動（高水敷及び堤防上） ・野洲川河川公園（野洲市）

③ 13:35 ～ 14:15 南桜（石部頭首工・林地区遠景） ・石部頭首工の概要説明

（石部頭首工管理棟にて説明） ・魚道のタイプ説明

・低水敷河道状況

移動（高水敷及び堤防上）

④ 14:30 ～ 14:40 落差工左岸側（小島地区河畔林） ・落差工状況（魚道・警告看板、表示）

（小島地区駐車場） ・小島地区河畔林

・高水敷植生状況、低水敷状況

移動（新庄大橋から湖岸道路）

⑤ 15:05 ～ 15:15 道の駅　草津 （トイレ休憩）

移動（湖岸堤（湖周道路））

15:30 ～ 草津川河口付近 ・河口部植生（アシ・柳）

移動（堤内側　側道） ・堤防上に桜植樹・腰積擁壁

⑥ 15:35 ～ 15:45 庄司田橋上 ・琵琶湖水位ﾊﾞｯｸ、ヨシ植栽

（草津川・北川合流点付近） ・親水施設（自然石護岸）

・高水敷状況（現況・植生）

⑦ 16:00 ～ 移動（近江大橋・瀬田川起点経由） ・瀬田川、琵琶湖状況

（起点右岸上流側）

⑧ 16:05 ～ 16:20 瀬田川（散策路）視察 ・右岸側散策道、係留施設

（石山寺駐車場） ・自然石護岸

16:30 ～ 16:40 琵琶湖河川事務所到着 （トイレ休憩）

⑨ 16:40 ～ 16:55 瀬田川洗堰操作室見学 ・操作室見学

・CCTVにて瀬田川下流鹿跳渓谷

⑩ 16:55 ～ 17:20 感想懇談会

移動

⑪ 17:40 ＪＲ石山駅解散

時　間



S=1：100,000

河川保全利用委員会(琵琶湖河川事務所)現地調査ルート図
現地調査日　平成17.1.19　　13：00～17.00



野洲川

野洲川 2

野洲川 3
野洲川4



Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

河口付近(琵琶湖側） 河口付近(上流側) 係留施設 中洲大橋左側と
中州ができ植生がある。 守山フルーツランドが

隣接している。

Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ
占用地区域（公園等）

新川（放水路）の堤防及び 高水敷内管理道路と 服部水位観測所 高水敷植生状況
高水敷状況 植生状況(公園などに (遠景に稲荷大橋） 管理のため堤防法尻から
(遠景に天満大橋） 利用されていない。） ５ｍ除草してある。

野洲川 １ 野洲川河口(0.0k)～服部大橋(3.2k)
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ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ場他
（守山市）



Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

高水敷植生(ススキ)と 北流側帯（竹生地区） 北流側帯 旧堤防 旧堤防は人通りが少ない 堤防除草した草の 堆肥化作業状況 高水護岸ブロック・ ゲートボール場
低水敷植生（柳） 公園 左右が竹林になっている。 ため、ゴミの不法投棄が 堆肥化施設 高水敷状況・高水敷 （遠景に川田大橋）

目立つ 管理道路

Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ

野洲川改修記念公園 高水敷駐車場及び 高水敷グランド 高水敷植生状況 野洲川落差工 落差工下流側で右側に 小島地区堤防兼用道路と
(S28Ｔ13災害状況看板) グランド (公園などに利用されて (危険告知看板が設置) 魚道があり自然に中洲が 河畔林

いない） できている。 （植栽後２年経過）

野洲川 ２ 服部大橋(3.2k)～落差工(7.2k)
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M

野洲川改修記念公園
　　　　　　　　(守山市）

ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ場他
　　　　(守山市）

占用地区域（公園等）



Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

野洲地区河畔林 堤防管理道路と 野洲川落差工 低水敷　瀬切状況 県道野洲橋 緩傾斜堤防（1：5.0） 野洲市野洲運動公園 自然石を使用した堤防
（植栽から６年経過） 野洲地区河畔林 魚道上流側（根固工） （近江富士大橋を望む） 河道内植生状況 （野洲川運動公園） （遠景にテニスコート、 の階段(観覧席にもなる)

新幹線橋梁）

Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ

芝生公園 野洲水位観測所 グランドゴルフ場 河道内植生状況(柳) 出庭地区河畔林 栗東市 陸上競技トラック 栗東市 パターゴルフ場 低水護岸ブロック
(遠景に近江富士大橋) (量水標と水位系） （守山市） （遠景に新幹線橋梁） (植栽から４年経過） (日本陸連公認施設） (遠景に国道８号）
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野洲川公園
　　(守山市）

野洲川運動公園
　　　(栗東市）

野洲川河川公園
　　　　　(野洲市）
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占用地区域（公園等）
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落差工(7.2k)～野洲川大橋(国道８号)(10.6k)
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

低水敷植生と対岸の 緩傾斜堤防と高水敷 石部頭首工 緩勾配（他自然）型魚道
河畔竹林 河畔竹林 土砂吐と洪水吐 アイスハーバー型魚道

Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ

高水敷グランド・竹林 旧堤防（未改修）地域と 旧堤防と堤外側の河畔 低水敷状況と名神高速 国道１号(野洲川堤防と 石部頭首工全景
堤外側植生（竹林・広葉樹） 竹林 道路(頭首工工事用汚濁 兼用）

防止膜）

野洲川 ４ 野洲川大橋(国道８号)(10.6k)～石部頭首工(13.6k)

国
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占用地区域（公園等）

野洲川運動公園
　　　　　（栗東市）



草津川 １ 草津川 ２
草津川 ３



Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

帰帆北橋右岸側 草津川河口付近 湖畔橋より琵琶湖を望む ヨシ植生状況
植生状況(ヨシ・柳） (植生状況と矢板護岸） （遠景に北浦橋）

Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

占用地区域（公園等）

側道及び堤防上の 低水護岸(自然巨石積 子守橋より河口を望む 草津川・北川合流地点
植栽状況（桜・ツツジ） 護岸） (琵琶湖水位のバックが影響） 親水施設と自然植生

草津川 １ 草津川河口(0.0k)～湖南幹線(北川合流点)(1.6k)
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

側道及び腰積擁壁 西矢倉水位観測所付近 堤防及び高水敷状況 河道内に工事用残土 市道兼用の側道 河道内のススキ・ヨシ等の
(堤防上に桜植樹） 河道状況（土砂堆積と千陸化） (高水敷の自然植生） 仮置状況 （川と堤内地と分離） 繁茂状況

(遠景にJR草津川橋梁） (遠景に庄可田橋）

Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ

三角公園の桜植樹状況 北川合流点付近の自然石 北川河道状況 JR橋梁下の河道内 高水敷広場(イベント 草津川大橋（国道１号)
を利用した親水施設 工事用道路と仮設状況 などに利用されている。 下流側の堤防及び高水敷

(手前の橋は矢倉橋）

草津川 ２ 湖南幹線(北川合流点)(1.6k)～国道１号(3.8k)

B
F

G
H E

S=1:10,000

C
A

D

I

L
K

J

西矢倉水
位観測所



Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

伯母川合流点付近左側に 除草し管理されている堤防 砂原大橋下の河道状況 新幹線橋梁基礎 大黒大橋(仮設橋)下 河道内工事用道路に
志津大橋 と自然植生の高水敷 (河道内工事用道路と 河道状況 シラサギが餌を捕食
(河道内に工事用道路） (河道内に工事用道路） 仮設工）

Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ

伯母川合流点付近 合流点より上流の伯母川 全勝川、草津川合流点付近 自然石を利用したステップ・ 自然植生もみられ、
(大型護岸ブロックと (大型ブロック張でかため の落差工工事状況 プール形式落差工 野鳥(カモ・サギ）の飛来
連節ブロック） られている。） もみられる。

草津川 ３ 国道１号(3.8k)～金勝川(合流点)(5.6k)
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資料提供：瀬田川水辺協議会
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守山市、栗東市、野洲市それぞれが、野洲川の高水敷にグラウンド、野球場、陸上競技用トラック、
グラウンドゴルフ場等の運動公園施設を整備している。

グラウンドゴルフを楽しむ人たち。 堤防上の兼用道路。管理用道路は散策道、
河道内には、柳などの樹木も生えている。 サイクリング道として使用され、河川管理用
（遠景に新幹線橋梁、近江富士） 光ケーブルが埋設してある。

緩傾斜堤防と自然石を使用した階段。 低水敷の河道状況。柳、ススキなどの
高水敷にサッカーグラウンド、多目的 自然植生が見られる。
グラウンドが整備されている。

高水敷に整備されたバスケットボール場。 出庭地区河畔林（堤内側）。洪水時の
休憩施設、存置されている広葉樹、竹林など。 被害低減に役立つ。
右側に緩傾斜護岸の大型擬石連設ブロック （植栽されて３年経過している。）
（覆土）が整備されている。

１．野洲川公園（立入地区）守山市占用（９．０ｋ付近）



落差工より下流は野洲川放水路区間（新川）　昭和５４年通水。

野洲川落差工全景 左岸魚道（階段式で下流側に淵がある）

危険警告看板が設置されている。 落差工下流側、高水敷の自然植生状況。
河道内に柳などの植生が見られる。
対岸は北流側帯の河畔林。

小島地区河畔林。 対岸の市三宅地区にある堆肥化施設。
植栽後２年経過している。 野洲川の堤防、高水敷で刈られた草

（年２回除草）を堆肥化する施設。

３．落差工（７．２ｋ付近）



右　　　岸 左　　岸

右岸全景 左岸全景

右岸堰上部 左岸堰上部

右岸魚道 左岸魚道

参考：落差工（写真）



石部頭首工管理棟にて説明を受けます。

　

石部頭首工全景 新しい堰は下図のようにコンクリート堰の
代わりに、いわば「ゴム風船」を膨らませたものを
堰にしたユニークな構造となっている。　

土砂吐と洪水吐（ゴム堰） 右岸川魚道。写真の左側は緩勾配（多自然型）。
右側はアイスハーバー型。
左岸側には傾斜導壁型が設置してある。

緩傾斜堤防（1：5.0）と、高水敷にある竹林 野洲川河床状況と対岸伊勢落地区堤外の
竹林（上に見えるのは県企業局の水管橋）

２．南桜地区（１３．０ｋ～１３．６ｋ付近）



草津川は、平成１４年６月に通水した新しい川です。

北川と草津川の合流点に三角公園があり、 合流点の草津川上流。
水質浄化施設となっている。公園には 琵琶湖水位のバックが影響している区域である。
旧草津川をイメージし、桜が植樹されている。 河道に中州が形成され、ヨシやススキなどの

自然植生が見られる。

合流点の剣先に自然石のステージを整備、 北川の親水施設。自然石を利用した階段や
前面に自然植生が見られる。 飛石が整備されている。
護岸は多自然式の巨石積護岸となっている。
（前の橋は庄司田橋）

４．草津川三角公園



瀬田川は、瀬田の唐橋、石山寺など、風光明媚な要素を多く持つ都市型河川である。

瀬田の唐橋上流側左岸散策路。 石山寺
遠景に、中の島と瀬田の唐橋を望む。

散策道。 石山寺港。
遠景に見える矢板は、大津放水路工事。 係留施設、観光船の発着場となっている。

対岸に柳などが自生している。

散策道に浮桟橋。
石山寺参拝の観光客も利用されている。

５．瀬田川散策路（石山寺付近）


















